
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 保健体育(実技)
科目基礎情報
科目番号 0083 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 生物応用化学科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 （参考書）ステップアップ高校スポーツ（大修館書店）
担当教員 宝来 毅
到達目標
　「体育実技」では，成長期であるこの時期に運動を通して基礎体力を高め，心身の調和的発達を促すとともに，生涯を通じて運動を楽しみ
，健康な生活を営む態度を育てる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目１

スポーツを通じて，周囲の状況と
自身の立場に照らし，自らの考え
で責任を持って必要な行動の応用
ができる．そして，リーダーがと
るべき行動や役割を認識し，また
リーダーシップの発揮の際には情
報収集やチーム内での相談の必要
性を理解しながら，適切な方向性
に沿った協調行動を促し，その応
用ができる．

スポーツを通じて，周囲の状況と
自身の立場に照らし，自らの考え
で責任を持って必要な行動をとる
ことができる．そして，リーダー
がとるべき行動や役割を認識し
，またリーダーシップの発揮の際
には情報収集やチーム内での相談
の必要性を理解しながら，適切な
方向性に沿った協調行動を促すこ
とができる．

スポーツを通じて，周囲の状況と
自身の立場に照らし，自らの考え
で責任を持って必要な行動をとる
ことができない．そして，リーダ
ーがとるべき行動や役割を認識し
，またリーダーシップの発揮の際
には情報収集やチーム内での相談
の必要性を理解しながら，適切な
方向性に沿った協調行動を促すこ
とができない．

評価項目２

スポーツを通じて，チームで協調
・共同することの意義・効果を認
識し，メンバーとしての自らの行
動，発言，役割を把握した上で
，自身の感情をコントロールし
，他者の意見を尊重するためのコ
ミュニケーションをとりながら
，当事者意識をもってチームとし
ての作業を進めることができる
．その際，ルールを遵守し，他者
のおかれている状況を配慮した行
動の応用ができる．

スポーツを通じて，チームで協調
・共同することの意義・効果を認
識し，メンバーとしての自らの行
動，発言，役割を把握した上で
，自身の感情をコントロールし
，他者の意見を尊重するためのコ
ミュニケーションをとりながら
，当事者意識をもってチームとし
ての作業を進めることができる
．その際，ルールを遵守し，他者
のおかれている状況を配慮した行
動ができる．

スポーツを通じて，チームで協調
・共同することの意義・効果を認
識し，メンバーとしての自らの行
動，発言，役割を把握した上で
，自身の感情をコントロールし
，他者の意見を尊重するためのコ
ミュニケーションをとりながら
，当事者意識をもってチームとし
ての作業を進めることができる
．その際，ルールを遵守し，他者
のおかれている状況を配慮した行
動ができない．

評価項目３

スポーツを通じて，目標の実現に
向けて計画を立て，日常の生活に
おける時間管理，健康管理などを
行いながら，その実現に向けて自
らを律した行動の応用ができる．

スポーツを通じて，目標の実現に
向けて計画を立て，日常の生活に
おける時間管理，健康管理などを
行いながら，その実現に向けて自
らを律して行動ができる．

スポーツを通じて，目標の実現に
向けて計画を立て，日常の生活に
おける時間管理，健康管理などを
行いながら，その実現に向けて自
らを律して行動ができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
各運動を通じて，基本的な運動能力の向上と基本的技術の習得を図る．ゲームや集団競技において協調性や個人の役割
を自覚し，チームの力量に応じた練習やゲームができるようにする．また，実践することによって活動的で豊かな生活
を高め，心身の健全な発達を促す．

授業の進め方・方法
全ての授業内容は，学習・教育到達目標(Ａ)＜意欲＞に相当する
授業は実技形式で行う
「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で到達する「知識･能力」に相当するものとする

注意点

<学業成績の評価方法および評価基準>
　９０分で保健と実技を行うため，保健の試験は全期末と学年末の２回のみ実施する．保健単独で試験を行うが，保健
体育全般としての評価は，保健２５％及び体育実技２５％で全体の５０％，武道５０％を合わせて総合的に評価する
．体育実技において実技における評価点は70点とし，残りの30点は出席及び平常の学習に取り組む姿勢・意欲等を評価
し，決定する．
<単位修得要件>
　上記評価方法により６０点以上取得すること
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>
　バスケットボール，陸上競技について，競技上のルールを事前に学習し，覚えておくこと．
<レポートなど>
　長期見学・欠席などで，実技評価が困難である学生に対してはレポート課題を課す．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
ガイダンス
（体操服の着用マナー，授業の集合について，体育館
シューズの記名など）

体育実技の授業の流れについて知る．体操服・体育館
シューズを使用する際のルールを知る
前期の授業の流れについて理解できる

2週 スポーツテスト 協力し合って基本データを計測できる
3週 スポーツテスト 協力し合って基本データを計測できる
4週 スポーツテスト 協力し合って基本データを計測できる
5週 バスケットボール（基本動作） ボールを正確にドリブルすることができる

6週 バスケットボール（シュート，パス） セットシュートを打つことが出来る
相手に正確にパスができる

7週 バスケットボール（攻守の動き） ボールを保持している時・していない時の動き方がわ
かる

8週 バスケットボール（技術テスト） これまでにやってきた内容を発揮できる

2ndQ

9週 バスケットボール（試合） 取り組んできた内容が試合で出せる
10週 バスケットボール（試合） 取り組んできた技能をチームとして連携できる
11週 バスケットボール（試合） 試合の運営ができる
12週 バスケットボール（試合） 試合の運営ができる



13週 水泳（クロール・ビート板キック） クロールの基本動作を修得し，泳げるようになる
14週 水泳（測定） これまでにやってきた内容を発揮できる

15週 水泳（着衣泳） 水上及び水中安全について学び，溺する場面に遭遇し
た時の対応方法を修得する

16週

後期

3rdQ

1週 体育祭の種目練習 協力して運営することができる
2週 体育祭に振替 積極的に参加することができる

3週 ガイダンス
（授業の集合，雨天時の説明など） 後期の授業の流れについて理解できる

4週 陸上競技（短距離） 速く走るための走り方を知り，実践できる
5週 陸上競技（短距離） 前回の内容を踏まえて，自己記録を更新できる
6週 陸上競技（走り幅跳び） 踏切動作と助走を合わせて遠くまで跳ぶことができる
7週 陸上競技（走り幅跳び） 前回の内容を踏まえて，自己記録を更新できる

8週 陸上競技（遠投） 投球時のフォームを修得し，遠くまで投げることがで
きる

4thQ

9週 陸上競技（遠投） 前回の内容を踏まえて，自己記録を更新できる

10週 陸上競技（長距離走）
卓球（基本動作）

持久走において自分のペースを知り，一定速度で走る
ことが出来る
ラケットの握り方や基本動作が修得できる

11週 陸上競技（長距離走）
卓球（基本動作）

持久走において自分のペースを知り，一定速度で走る
ことが出来る
ラケットの握り方や基本動作を定着させることができ
る

12週 陸上競技（長距離走）
卓球（ゲーム）

持久走において自分のペースを知り，一定速度で走る
ことが出来る
協力してゲームをすることができる

13週 陸上競技（長距離走）
卓球（技術テスト）

持久走において自分のペースを知り，一定速度で走る
ことが出来る
これまでに修得した技術が発揮できる

14週 陸上競技（長距離走） 12分間走を行い，自分の走記録を把握する．得られた
結果から自分の持久能力を判定できる

15週 まとめ 1年間の反省・まとめを行い，次年度の体育に対する意
欲を高める

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 発表 その他 合計
総合評価割合 70 0 0 30 0 0 100
配点 70 0 0 30 0 0 100


